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○●○ 第 10 回 金沢大学教養教育全学研究会のご案内 ○●○ 
日時：9 月 10 日（木）13 時～17 時 
場所：金沢大学角間キャンパス総合教育棟 A1 講義室 
テーマ：「新しい学びの環境」―3 学域・16 学類カリキュラムについて― 
プログラム： 
第 1 部 基調報告「3 学域・16 学類カリキュラムについて」 
向 智里（金沢大学大学院自然科学研究科教授） 
    報告 1 「人間社会学域のカリキュラムについて」 
     木越 治（金沢大学文学部教授） 
    報告 2 「理工学域のカリキュラムについて」 
     山崎 光悦（金沢大学大学院自然科学研究科教授） 
    報告 3 「医薬保健学域のカリキュラムについて」 
     大竹 茂樹（金沢大学大学院医学系研究科教授） 
第 2 部 報告 4 「3 学域・16 学類における英語４年一貫教育について」 
     澤田 茂保（金沢大学外国語教育研究センター教授） 
    報告 5 「3 学域・16 学類における副専攻制度について」 
     西山 宣昭（金沢大学大学教育開発・支援センター教授） 
    報告 6 「進路シミュレータについて」 
     堀井 祐介（金沢大学共通教育委員会ＦＤ委員会委員・大学教育開発・支援センター准教授） 
第 3 部 パネルディスカッション 
     司会：古畑 徹（金沢大学共通教育機構長・文学部教授） 
     パネリスト：報告者 
【主催】 金沢大学共通教育機構／大学教育開発・支援センター 




－第39回日本医学教育学会大会参加報告 その2 ○●○ 
時代のニーズに応えるべく大学教育を見直していくという点からは当然のことといえるが、学会の












報告が注目を集めていた。PBL（ Problem Based Learning 問題解決型授業）、CBT（Computer 














































（文責：教育支援システム研究部門 青野 透） 
